「子どもが活躍する授業」にするための指導技術－小学5 年「小数÷小数」の実践事例を通して－ by 蜂須賀  渉 & 岡崎女子大学
【研究論文】 
「子どもが活躍する授業」にするための指導技術 









































































































































































































































































































































































































































2.4 ÷ 1.6＝ 
↓×10 ↓×10 











































































 ＝ 24 ÷ 16 
＝ 1.5 
 
































































































































































C10 矢印の上に 1.6 倍、1Ｌの下に□㎏で、1.6Ｌの
下に 2.4 ㎏です。 
T9 ＜児童の発言により黒板の関係図を完成する＞ 
          1.6 倍 
      1 Ｌ   →   1.6 Ｌ  





















































2.4  ÷ 1.6 ＝ 
↓×10  ↓×10 
□  ÷  □ ＝ 
図４ ヒントカード① 
2.4÷1.6＝（2.4×□）÷（1.6×□）
    ＝  □   ÷  □ 
     ＝  □ 
図５ ヒントカード② 
T17 2.4 と 1.6 を整数にしたんだ！ 
T18 できた人は、グループ学習で話せるようにして
ね。 
































② グループ学習（4 人）の発言記録（8 班の記録） 
C16 小数÷小数の計算の仕方は、(2.4×10)÷(1.6×
10)です。わり算の性質を使ってやりました。 





た 24÷16 で 1.5。1.5 ㎏になる。 








 グループ学習（4 人）の発言記録（8 班の記録）で








































C21 ＜約 9 割の児童が挙手＞ 
C22 ＜T の意図的指名＞私は、わり算の性質を使っ
て考えました。2.4 は 10 倍して 24、1.6 は 10 倍し
て 16。小数は計算しにくいので整数にして、計算
しやすくしました。24÷16＝1.5 です。 




C23 ＜C23 が板書する＞ 
2.4  ÷ 1.6 ＝ 1.5 
↓×10  ↓×10 
24  ÷  16  ＝ 1.5 
T26 これ＜C23 の板書内容＞、どうやっているのか
説明して。 












2.6  ÷ 1.5 
2.6  ÷ 15 
C28 できるけど、わり算になっていない。 






T31 こっち＜1.5＞を 10 倍して、こっち＜2.6＞も？ 
＜T29 の板書に追記、変更する＞ 
2.6  ÷ 1.5 
↓×10  ↓×10 
26  ÷  15 
C31 このまま＜T29 の考え＞だと、戻さないといけ









C34 ここ＜2.6 の下の「×10」＞とここ＜1.5 の下
の「×10」を指す＞。 
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・蜂須賀渉（2017）「カリキュラム・マネジメント」
















平成 29 年 6 月 8 日に授業実践を行った。 
（4）教師の発言を T、児童の発言を C とし、それぞ
れの発言順に数字を付けている。＜  ＞内は、
実際の発言ではないが、発言内容の補足として筆
者が付した。 
引用文献 
1）中央教育審議会（2016）「幼稚園、小学校、中学
校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等
の改善及び必要な方策等について（答申）」p.21 
2）中央教育審議会（2016）「前掲書」p.49 
3）文部科学省（2017）「小学校学習指導要領」p.8 
4）文部科学省（2017）「前掲書」p.10 
5）文部科学省（2017）「前掲書」p.47 
6）文部科学省（2017）「小学校学習指導要領解説 算
数編」pp.22-23 
参考等文献 
・大西貞憲（著）（2015）「授業アドバイザーが教え
る『授業改善』30 の秘訣」明治図書 
